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1.  平成24年12月期第2四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第2四半期 5,257 8.6 117 ― 124 ― 191 ―
23年12月期第2四半期 4,843 △13.3 △168 ― △100 ― △222 ―

（注）包括利益 24年12月期第2四半期 197百万円 （―％） 23年12月期第2四半期 △230百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第2四半期 45.70 ―
23年12月期第2四半期 △53.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年12月期第2四半期 5,716 4,107 67.6
23年12月期 5,559 3,709 66.7
（参考） 自己資本   24年12月期第2四半期  3,865百万円 23年12月期  3,708百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
平成24年12月期期末配当金の内訳 普通配当 15円00銭 特別配当 5円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
24年12月期 ― 0.00
24年12月期（予想） ― 20.00 20.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 16.5 290 ― 350 ― 333 ― 79.75



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
詳細は、添付資料３ページ「２．（２）四半期財務諸表の作成に特有な会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情
報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期2Q 4,521,000 株 23年12月期 4,521,000 株
② 期末自己株式数 24年12月期2Q 345,206 株 23年12月期 345,206 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期2Q 4,175,794 株 23年12月期2Q 4,175,794 株



   

   

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

２．サマリー情報（その他）に関する事項 ………………………………………………………………………………  3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………………………………………  3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………………………  3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………………………  3

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 …………………………………………………………………………  3

４．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………  6

四半期連結損益計算書    

第２四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  6

四半期連結包括利益計算書    

第２四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  8

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  10

（５）セグメント情報等 …………………………………………………………………………………………………  10

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  10

（７）重要な後発事象 ……………………………………………………………………………………………………  10

   

   

   

㈱アイ・エス・ビー　(9702)　平成24年12月期　第２四半期決算短信

-  1  -



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年からの回復基調を引き継ぎ、概ね堅調であったものの、

欧州の債務危機を背景にした海外経済の下振れリスクはいまだ払拭されておらず、それに伴う円高の進行や株価の

下落等、国内景気にとってのリスク要因が残る不透明な状況の中で推移してまいりました。 

 当社グループが属します、情報サービス産業におきましては、企業のＩＴ投資は抑制傾向であり、引き続き慎重

な姿勢が続いています。また、企業業績の伸び悩みからコスト削減の動きが顕著で、開発費などに対するコスト意

識はより一層シビアになっており、厳しい受注競争と受注単価の低下をもたらしております。 

 このような環境下、当社グループは、得意分野であるモバイル関連では、これまでの主要ユーザからの受注確保

に努めるとともに、モバイル関連以外の組込みソフトウェア開発では引続き医療や車載関連に注力するなど、当社

の強みを活かした受注基盤の確立を図ってまいりました。一方で、モバイル関連を得意とする企業の連結子会社化

や、海外企業との合弁会社設立、ＩＴサービス事業の拡大に向けた事業モデルの創出など、今後の新たな事業展開

に向けた仕組み作りも同時に進めております。この結果、主要ユーザからの受注が比較的堅調であったことや新た

な優良顧客の開拓による実績が出始めたこと、またノックスデータ株式会社の連結子会社化による影響もあり連結

売上高は前年同期を上回りました。 

 利益面においては、受注環境は依然厳しい中ではありましたが、早期退職等の効果もあって前年同期に比べ要員

稼働率が持ち直したことやプロジェクト管理の徹底などで、売上総利益率が改善しました。また、販売費及び一般

管理費の大幅な削減計画を実現できたことにより、連結営業利益、同経常利益は前年同期を上回りました。 

 平成24年１月１日付でノックスデータ株式会社の発行済株式の50.3％を取得し、同社を連結子会社化いたしまし

たが、同社を連結するに伴う会計処理において、負ののれん１億43百万円が発生し、特別利益（負ののれん発生

益）に計上したこと等により、連結当期純利益は前年同期を大きく上回りました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高52億57百万円（前年同期比8.6％増）、営業利益１億

17百万円（－％増）、経常利益１億24百万円（－％増）、当期純利益１億91百万円（前年同期比－％増）となりま

した。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

(1）当第２四半期連結会計期間末において、資産は、57億16百万円と前連結会計年度末より１億56百万円増加いたし

ました。これは主として現金及び預金、仕掛品等の増加が投資有価証券等の減少を上回ったことによるものであり

ます。 

 負債は、16億８百万円と前連結会計年度末より２億41百万円減少いたしました。これは主として未払金等の減少

によるものであります。 

 純資産は、41億７百万円と前連結会計年度末より３億98百万円増加いたしました。これは主として利益剰余金、

ノックスデータ株式会社を連結子会社化したこと等により少数株主持分が増加したことによるものであります。 

 なお、自己資本比率は67.6％と0.9ポイント上昇いたしました。 

  

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、２億44百万円の増加となり、前

連結会計年度末（平成23年12月31日）の資金残高12億40百万円を受け、当第２四半期末の資金残高は14億84百万円

となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、資金は１億68百万円の減少となりました。この減少は主として事業構造改善費用４億29百万

円、負ののれん発生益１億43百万円等の資金の減少要因が、税金等調整前四半期純利益２億26百万円、売上債権の

減少１億73百万円等の資金の増加要因を上回った事によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、資金は９億61百万円の増加となりました。この増加は主として定期預金の払戻による収入２億

５百万円、投資有価証券の売却による収入２億２百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入５

億２百万円等の資金の増加要因によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、資金は５億48百万円の減少となりました。この減少は、長期借入金の返済による支出３億円、

社債の償還による支出２億５百万円、配当金の支払額42百万円によるものであります。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後のわが国経済は、欧州金融不安などの世界情勢やそれらを背景にした円高の今後の動向など、先行きは依然

不透明であり、当面は楽観視出来ない状況が続くと予想しております。 

 当社グループの属する情報サービス産業においても、急激に企業のＩＴ投資が拡大するとは考えづらく、比較的

堅調に推移したとしても、現状の受注環境が維持されるレベルであると考えております。 

 当社グループの第２四半期累計期間において、本業の儲けを示す営業利益は、平成24年５月２日公表の計画を上

回っておりますが、当第２四半期決算短信におきましては、通期業績予想を平成24年５月２日公表の計画のとおり

としております。 

 今後、通期の業績予想を修正する必要があると判断した場合には、直ちに業績修正開示を行ってまいります。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却の算定方法 

 定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法によっ

ております。  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

 該当事項はありません。 

  

（４）追加情報  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。  

   

   

該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,251,590 1,496,373

受取手形及び売掛金 1,728,075 1,767,492

商品 4,864 1,232

仕掛品 235,655 358,776

前払費用 77,189 78,056

繰延税金資産 211,645 199,523

その他 40,604 19,901

貸倒引当金 △1,674 △2,510

流動資産合計 3,547,950 3,918,845

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 322,581 345,848

減価償却累計額及び減損損失累計額 △187,989 △214,771

建物及び構築物（純額） 134,592 131,077

土地 248,084 251,259

その他 139,862 138,717

減価償却累計額及び減損損失累計額 △91,193 △96,228

その他（純額） 48,669 42,488

有形固定資産合計 431,345 424,825

無形固定資産   

その他 61,365 36,484

無形固定資産合計 61,365 36,484

投資その他の資産   

投資有価証券 985,303 799,876

関係会社株式 26,060 0

関係会社出資金 119,295 119,295

長期前払費用 3,292 2,483

差入保証金 122,229 145,042

会員権 1,470 1,470

繰延税金資産 241,407 244,199

その他 59,931 65,903

貸倒引当金 △39,672 △41,672

投資その他の資産合計 1,519,318 1,336,599

固定資産合計 2,012,029 1,797,908

資産合計 5,559,980 5,716,754
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 440,831 556,686

短期借入金 70,000 70,000

未払金 729,897 272,033

未払費用 24,907 31,144

未払法人税等 21,045 44,609

未払消費税等 27,186 55,612

賞与引当金 115,020 127,210

受注損失引当金 13,359 15,358

資産除去債務 7,282 －

その他 262,072 268,769

流動負債合計 1,711,601 1,441,424

固定負債   

長期未払金 15,589 14,804

退職給付引当金 － 13,592

役員退職慰労引当金 87,554 95,571

資産除去債務 35,520 43,497

固定負債合計 138,664 167,466

負債合計 1,850,266 1,608,890

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,440,600 1,440,600

資本剰余金 1,970,600 1,970,600

利益剰余金 625,726 775,025

自己株式 △304,528 △304,528

株主資本合計 3,732,397 3,881,696

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △23,947 △15,869

その他の包括利益累計額合計 △23,947 △15,869

少数株主持分 1,264 242,036

純資産合計 3,709,714 4,107,863

負債純資産合計 5,559,980 5,716,754
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 4,843,285 5,257,934

売上原価 4,219,321 4,540,848

売上総利益 623,963 717,085

販売費及び一般管理費 792,456 599,498

営業利益又は営業損失（△） △168,492 117,587

営業外収益   

受取利息 13,821 5,184

受取配当金 2,940 2,278

助成金収入 40,050 5,352

その他 12,010 8,111

営業外収益合計 68,823 20,927

営業外費用   

支払利息 571 4,424

社債償還損 － 5,794

その他 342 4,223

営業外費用合計 913 14,441

経常利益又は経常損失（△） △100,582 124,072

特別利益   

貸倒引当金戻入額 701 －

負ののれん発生益 － 143,436

その他 － 2,850

特別利益合計 701 146,286

特別損失   

減損損失 － 9,787

関係会社株式評価損 － 26,060

固定資産除却損 8,125 0

役員退職慰労金 181,422 －

その他 27,169 7,893

特別損失合計 216,716 43,740

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△316,598 226,618

法人税、住民税及び事業税 7,296 26,011

法人税等調整額 △99,453 11,681

法人税等合計 △92,156 37,692

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△224,441 188,925

少数株主損失（△） △1,445 △2,131

四半期純利益又は四半期純損失（△） △222,996 191,057
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△224,441 188,925

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △6,479 8,077

その他の包括利益合計 △6,479 8,077

四半期包括利益 △230,921 197,003

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △229,476 199,134

少数株主に係る四半期包括利益 △1,445 △2,131
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△316,598 226,618

減価償却費 38,796 36,564

減損損失 － 9,787

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,816 －

負ののれん発生益 － △143,436

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,298 1,491

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,329 8,657

受注損失引当金の増減額（△は減少） △2,088 1,999

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 3,349

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △229,085 7,485

役員退職慰労金 181,422 －

受取利息及び受取配当金 △13,821 △7,463

助成金収入 △40,050 △5,352

支払利息 571 4,424

社債償還損 － 5,794

固定資産除却損 8,125 0

関係会社株式評価損 － 26,060

売上債権の増減額（△は増加） 457,790 173,461

たな卸資産の増減額（△は増加） △82,072 △119,489

仕入債務の増減額（△は減少） △118,293 46,627

未払金の増減額（△は減少） △190,455 △14,555

未払消費税等の増減額（△は減少） △59,857 9,923

長期未払金の増減額（△は減少） △331 △784

その他の流動資産の増減額（△は増加） 44,373 18,307

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,568 △14,257

その他 3,463 2,397

小計 △278,098 277,610

利息及び配当金の受取額 12,404 7,742

利息の支払額 △593 △4,424

助成金の受取額 14,177 11,790

役員退職慰労金の支払額 △181,422 －

事業構造改善費用 － △429,962

法人税等の支払額 △13,527 △31,495

営業活動によるキャッシュ・フロー △447,060 △168,739
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,634 △3,019

定期預金の払戻による収入 2,028 205,003

有形固定資産の取得による支出 △25,492 △15,598

無形固定資産の取得による支出 △7,418 △2,731

投資有価証券の取得による支出 △698,675 △9,345

投資有価証券の売却による収入 － 202,850

投資有価証券の償還による収入 700,000 －

敷金及び保証金の差入による支出 △631 △7,645

敷金及び保証金の回収による収入 2,813 16,710

関係会社株式の取得による支出 △45,000 －

関係会社の整理による収入 － 68,956

長期前払費用の取得による支出 292 423

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 502,598

その他 △3,568 3,081

投資活動によるキャッシュ・フロー △78,287 961,284

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △300,000

社債の償還による支出 － △205,794

配当金の支払額 △125,158 △42,571

財務活動によるキャッシュ・フロー △125,158 △548,365

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △650,506 244,180

現金及び現金同等物の期首残高 1,768,180 1,240,716

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 16,300 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,133,973 1,484,897
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 当該事項はありません。   

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年６月30日） 

 当社グループは、情報サービス事業ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年６月30日） 

 当社グループは、情報サービス事業ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。 

  

 該当事項はありません。   

   

   

 当該事項はありません。   

   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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